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1．緒 言

　 プ ラス チ ヅ クは加 工性に優れ、軽量であるために、生活の 隅々にまで 浸透 して い るが、リサイクル

率が低い ため に 、
プ ラ ス チ ッ ク廃棄物の処理が社会問題化 して い る。しか しその 中で も生分解性プラ

ス チ ッ クは、自然環境中で 二 酸化炭素 と水に分解するために 、 環境に優 しく、表面改質により皮膜が

形成で きれば高機能化 が可能 となる。そ こ で本研究では、紫外線によ り光触媒特性を示す TlOユ粒子 を

用い て、生分解性プラス チ ッ ク表面に TiO2溶射皮膜の形成を試み た 。

一方、良好な光艦 剿寺性 を得るには 、 光触媒活性の高い ア ナターゼ相存在率の高い 皮膜を得る こ とが

必要不可欠であるが 、

7hO2

は 1188K以上の 温度で光触媒活性の低い ル チル 相へ 容易に変態するために、

金属基材上 に
「fio2粒子を溶射 した場合、ア ナターゼ相の 存在率は半分以下になる こ とが多い 。 しか し

ながら、溶射により、生分解性プラ ス チ ヅ ク表面に lio2皮膜を形成 した例はな く、 ア ナタ
ーゼ相存在

率をは じめ とした皮膜の形成挙動は不明である 。

そこで本研究では 、 生分解EEプ ラ ス チ ヅ ク表面に溶射を行い 、 溶射皮膜の 形成挙動を検討した。

2．供試材 料お よび実験 方法

　本研究で は基材と して 50× 50x10 （mm ）の 生分解性プラス チ ッ ク 「商品名 ：ビオ ノーレ」を用い た。

（以下、A1 粉末）を造粒 して、平均二次粒径 33．7μm に

調整 した粉末を用いた 。 Fig　1 に A1 粉末の 表面形状と X

線回折の結果を示す。 こ の粉末は 100％アナターゼ型 Tio2

に より構成されて い る。溶射皮膜の作成には、大気中プ

ラ ズマ 溶射および 高速ガ ス フ レ
ー

ム （H＞OF ）溶射を用

い た 。 それぞれ の溶射条件を［lbble　1および Table　2 に 示

す 。ZO2 溶射皮膜の断面観察には走査型 電子顕微鏡 （SEM ）

を用 い 、結晶構造解析には XRD を用 い た 。 そして、こ の

XRD 解析結果より、光触媒反応に有効なアナターゼ相存在

率を次式 （1）によ り求めた。

　　　　　　　・ ・

1． ．165督
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IA ：ア ナタ
ーゼ相の最大 ピ

ー
ク値，　IRル チル相 の最大ピーク

他 f：ア ナ タ
ーゼ相の存在率

なお、ア セ トア ル デ ヒ ドの 分解性能に関 しては、初期濃

度の 1／e に分解する時間をτ と定義し、評価 した 。
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3．実験結果お よび 検討

　 Fgg2は生分解1生プラ スチ ヅ ク表面に形成 した溶射皮膜 （a）お よび 粒子打ち込み層 （b）を示す。

プ ラズマ 溶射を行 っ た場合 、 Tio2粒子が内部に打ち込まれて い るの が観察されるのに対し、
　 HVOF 溶

射を行 っ た場合、打 ち込 まれ て い るような形態は観察されず、プ ラ ス チ ッ クの 上に積層皮膜が形成さ

れて い る 。 プ ラズマ 溶射の場合は、プラス チ ッ ク表面が溶融されて い るために、溶射中、そ の液層中

に
「
fiO2粒・

子が容易に打ち込 まれ る。一方、　 HVOF 溶射の場合は溶射粒子 の速度は速 い が 、 フ レーム温

度が 低 い ため 、
プ ラ ス チ ッ ク基材の溶融の度合は低 くなるはずである 。 そのために 、 プラズ マ溶射に

お い て観察された ような顕著な打ち込み の形態は呈しておらず、基材の上に皮膜が形成され た形態と

なっ て い る 。 こ れ らの結果よ り、［［IO ！溶射皮膜および打ち込み層の 形成にお い て、溶射粒子 の速度に

対する依存性よ りむ しろ 、 フ レーム温度つ まり、TIO2 粒子および基材の 溶融の 度台い に大 きく依存す

るもの と考えられる 。

　 F量g3 に XRD 結果よ り算出したア ナターゼ存在率を示す。 生分解性プ ラ ス チ ッ クに HVOF 溶射を行

うと、 ア ナターゼ 100％を呈 して い ることがわかる 。 同程度の ガ ス 圧 で HVOF 溶射に より、　SUS304 ス

テ ン レス鋼表面に溶射皮膜 を形成 した場合でも60　−70　％の ア ナタ
ーゼ 相存在率である こ とか ら、これ

は、生分解性 プラ ス チ ッ クを基材に用 い た場合にの み観察され る特有の 現象で あ り、かな り高 い 光触

媒活性を呈す るこ とが予想さ
’
れる 。 プ ラ ズ マ 溶射を行 っ た場合は、フ レーム の温度が高 く、フ レーム

中を粒子が飛行 して い る時間も相対的に HVOF よ りも長 くな る た め に、ア ナ タ
ーゼ 存在率は 3｛MO ％

とな っ た。こ れ らの皮膜を用 い て 、ア セ トア ル デヒ ドの 分解試験を行 っ た結果 、 HVOF によ り生分解

性プ ラ ス チ ッ ク表面に作成 した ア ナターゼ 100％の溶射皮膜は、かな り良好な光触媒活性 を示してお り、

プラズ マ 溶射に より作成 した fio2溶射皮膜 と比 べ て 、 かな り速 くア セ トアルデヒ ドを分解で きる こ と

がわか っ た。
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